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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体から取外し可能なディスプレイユニットへ情報を送信する送信手段と、
　取外された状態での前記ディスプレイユニットと前記装置本体との間の位置関係を検出
する位置検出手段と、
　前記装置本体の状態を検出する状態検出手段と、
　前記装置本体に対する操作者の作業を示す処理作業説明の内容を前記位置関係と前記装
置本体の状態とに対応付けて格納する記憶手段と、
　前記位置検出手段が検出した前記位置関係と前記状態検出手段が検出した前記装置本体
の状態とに基づいて、前記記憶手段から対応する前記処理作業説明の内容を読み出し、前
記送信手段を用いて前記ディスプレイユニットに前記処理作業説明の内容を表示させる制
御手段とを備えた、画像形成装置。
【請求項２】
　前記処理作業説明の内容は、前記位置関係の状態において前記ディスプレイユニット方
向から見た前記装置本体を示すイラストを含む、請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記ディスプレイユニットは、情報受信部と、情報送信部と、表示部とを備える、請求
項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記ディスプレイユニットは、前記装置本体の任意の場所に取付けることが可能であり
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、
　前記位置検出手段は、前記ディスプレイユニットの取付け位置を前記位置関係として検
出する、請求項１から３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記ディスプレイユニットは、前記装置本体に対して任意の場所に保持することが可能
であり、
　前記位置検出手段は、前記ディスプレイユニットが保持されている位置を前記位置関係
として検出する、請求項１から４のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記ディスプレイユニットの方向を検出する方向検出手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記検出された前記ディスプレイユニットの方向にさらに基づいて、
前記記憶手段から対応する前記処理作業説明の内容を読み出す、請求項１から５のいずれ
か１項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記ディスプレイユニットの傾きを検出する方向検出手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記検出された前記ディスプレイユニットの方向にさらに基づいて、
前記記憶手段から対応する前記処理作業説明の内容を読み出す、請求項１から５のいずれ
か１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記ディスプレイユニットを使用するユーザを識別するユーザ識別手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記識別されたユーザにさらに基づいて、前記記憶手段から対応する
前記処理作業説明の内容を読み出す、請求項１から７のいずれかに１項に記載の画像形成
装置。
【請求項９】
　装置本体から取外し可能なディスプレイユニットへ情報を送信する送信手段と記憶手段
とを備えた画像形成装置の制御方法であって、
　前記装置本体から取外された前記ディスプレイユニットと前記装置本体との間の位置関
係を検出する位置検出ステップと、
　前記装置本体の状態を検出する状態検出ステップとを備え、
　前記記憶手段は、前記装置本体に対する操作者の作業を示す処理作業説明の内容を前記
位置関係と前記装置本体の状態とに対応付けて格納し、
　前記位置検出ステップにて検出された前記位置関係と前記状態検出ステップにて検出さ
れた前記装置本体の状態とに基づいて、前記記憶手段から対応する前記処理作業説明の内
容を読み出すステップと、
　前記送信手段を用いて前記ディスプレイユニットに前記処理作業説明の内容を表示させ
るステップとをさらに備えた、画像形成装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、画像形成装置、および画像形成装置の制御方法に関し、特に装置本体から
取外し可能なディスプレイユニットに情報を表示することができる画像形成装置、および
画像形成装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ＭＦＰ（Multi Function Peripheral）、複写機、プリンタなどの画像形成
装置が知られている。
【０００３】
　下記特許文献１には、ディスプレイユニットを取外し可能とし、またはディスプレイ画
面の角度を変更可能にして、ジャム処理時などにディスプレイユニットを見ながら容易に
処理を行なう事が出来、立ったりしゃがんだりする面倒な動作を必要としない画像形成装
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置が開示されている。
【０００４】
　特許文献２には、着脱自在のパネルをＭＦＰの後部へ装着すると、サービスマン用のパ
ネルを描画する画像形成装置が開示されている。
【０００５】
　特許文献３には、装着位置を変えることができる操作部ユニットを備えた画像形成装置
が開示されている。
【０００６】
　特許文献４には、複写機などの用紙搬送部のジャム位置を表示するために、装置の内部
にジャム位置表示装置を設ける技術が開示されている。表示様態が大まかな第１表示と、
詳細な第２表示が行なわれる。
【０００７】
　特許文献５には、本体上部に設けたＬＣＤ表示装置の他に、装置本体内部に第２のＬＣ
Ｄ表示装置を設置しておき、メンテナンスを行なうときに第２のＬＣＤ表示装置を参照し
ながら作業を行なうことが開示されている。
【特許文献１】特開平８－３９８９４号公報
【特許文献２】特開２００４－３０２３０７号公報
【特許文献３】特開平８－１４６６８８号公報
【特許文献４】特開平０２－１４７５４５号公報
【特許文献５】特開平９－１３４０４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１、３の技術では、表示部を装置本体のいくつかの位置に移動させることがで
き、特許文献２の技術では表示部の取付位置を移動させ、表示内容を変えることができる
。これにより、視認性の向上が図られる。しかしながら、いずれの技術においても表示装
置は、装置本体に取付けた状態で見る必要があり、メンテナンス、ジャム処理などを装置
周辺で行なう際、自由な位置での表示確認は行なえず、操作性が十分とはいえない。
【０００９】
　また、特許文献４、５によれば、複数の表示部を持たせ、各々を独立した表示とするこ
とで視認性を高めることができる。しかしながら表示部は、装置本体に固定されており、
メンテナンス、ジャム処理などを装置周辺で行なう際、自由な位置での表示確認は行なえ
ず、操作性が十分とはいえない。
【００１０】
　この発明は、ユーザの操作性を向上させることができる画像形成装置、および画像形成
装置の制御方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するためこの発明のある局面に従うと、画像形成装置は、装置本体から
取外し可能なディスプレイユニットへ情報を送信する送信手段と、取外された状態でのデ
ィスプレイユニットと装置本体との間の位置関係を検出する位置検出手段と、装置本体の
状態を検出する状態検出手段と、装置本体に対する操作者の作業を示す処理作業説明の内
容を位置関係と装置本体の状態とに対応付けて格納する記憶手段と、位置検出手段が検出
した位置関係と状態検出手段が検出した装置本体の状態とに基づいて、記憶手段から対応
する処理作業説明の内容を読み出し、送信手段を用いてディスプレイユニットに処理作業
説明の内容を表示させる制御手段とを備える。
　好ましくは、処理作業説明の内容は、位置関係の状態においてディスプレイユニット方
向から見た装置本体を示すイラストを含む。
【００１２】
　好ましくはディスプレイユニットは、情報受信部と、情報送信部と、表示部とを備える
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。
【００１３】
　好ましくは、ディスプレイユニットは、装置本体の任意の場所に取付けることが可能で
ある。位置検出手段は、ディスプレイユニットの取付け位置を位置関係として検出する。
【００１４】
　好ましくは、ディスプレイユニットは、装置本体に対して任意の場所に保持することが
可能である。位置検出手段は、ディスプレイユニットが保持されている位置を位置関係と
して検出する。
【００１５】
　好ましくは、画像形成装置は、ディスプレイユニットの方向を検出する方向検出手段を
さらに備える。制御手段は、検出されたディスプレイユニットの方向にさらに基づいて、
記憶手段から対応する処理作業説明の内容を読み出す。
【００１６】
　好ましくは、画像形成装置は、ディスプレイユニットの傾きを検出する方向検出手段を
さらに備える。制御手段は、検出されたディスプレイユニットの傾きにさらに基づいて、
記憶手段から対応する処理作業説明の内容を読み出す。
【００１７】
　好ましくは、画像形成装置は、ディスプレイユニットを使用するユーザを識別するユー
ザ識別手段をさらに備える。制御手段は、識別されたユーザにさらに基づいて、記憶手段
から対応する処理作業説明の内容を読み出す。
【００１８】
　この発明の他の局面に従うと、装置本体から取外し可能なディスプレイユニットへ情報
を送信する送信手段と記憶手段とを備えた画像形成装置の制御方法は、装置本体から取外
されたディスプレイユニットと装置本体との間の位置関係を検出する位置検出ステップと
、装置本体の状態を検出する状態検出ステップとを備え、記憶手段は、装置本体に対する
操作者の作業を示す処理作業説明の内容を位置関係と装置本体の状態とに対応付けて格納
し、位置検出ステップにて検出された位置関係と状態検出ステップにて検出された装置本
体の状態とに基づいて、記憶手段から対応する処理作業説明の内容を読み出すステップと
、送信手段を用いてディスプレイユニットに処理作業説明の内容を表示させるステップと
をさらに備える。
【発明の効果】
【００１９】
　これらの発明に従うと、ディスプレイユニットと装置本体との間の位置関係が検出され
、その検出結果に基づいて、ディスプレイユニットに表示する内容が決定されるため、ユ
ーザの操作性を向上させることができる画像形成装置、および画像形成装置の制御方法を
提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態の１つにおける画像形成装置について図面を参照して説明す
る。複写機等である画像形成装置は、操作部のディスプレイユニットを装置本体に対して
着脱自在に構成している。
【００２１】
　図１は、本発明の実施の形態の１つに係る画像形成装置の全体構成を示すブロック図で
ある。
【００２２】
　図に示すように画像形成装置本体１００は、着脱可能ディスプレイ２００との間で通信
を行なう通信装置としての位置情報受信部１１３と、方向情報受信部１１５と、表示モー
ド受信部１１７と、表示情報送信部１１９とを有する。表示情報送信部１１９は、最適な
表示内容を着脱可能ディスプレイ２００に送信する。
【００２３】
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　また画像形成装置本体１００は、マシンの状態を検知するマシン状態検出部１０３と、
着脱可能ディスプレイ２００から受信した表示モードなどによってユーザの識別を行なう
ユーザ識別部１０５と、着脱可能ディスプレイ２００から受信したデータ、画像形成装置
本体１００で検出したマシン状態、およびユーザ種別データなどの情報に基づいて、表示
内容の制御を行なう制御部１０１と、受信データや制御したデータを記憶しておくデータ
記憶部１０７とを備えている。
【００２４】
　画像形成装置本体１００には、ユーザからの操作を受付ける操作部１１１と、ユーザに
対して情報の表示を行なう表示部１０９とが備えられている。さらに、着脱可能ディスプ
レイ２００を取付けるための取付部１５１ａ，１５１ｂ・・・が備えられている。
【００２５】
　さらに画像形成装置本体１００には、スキャナ１２１、プリントエンジン１２３、通信
部１２５、および記憶部１２７などの画像形成や画像読込み／記憶に関する部材が備えら
れている。
【００２６】
　着脱可能ディスプレイ２００には、ディスプレイの位置を検出する位置情報検出部２０
９と、傾き、向きを検出する方向情報検出部２１１と、サービスエンジニアなどが特有の
操作を行なう場合に操作する操作部２１３と、表示部２１５と、検出した位置情報、傾き
情報、表示モードを画像形成装置本体１００に送信する、位置情報送信部２０１、方向情
報送信部２０３、および表示モード送信部２０５と、画像形成装置本体１００から送信さ
れる表示情報を受信する表示情報受信部２０７とが備えられている。
【００２７】
　図２は、着脱可能ディスプレイ２００の外観を示した図である。
　図を参照して、着脱可能ディスプレイ２００は、画像形成装置本体１００と着脱可能デ
ィスプレイ２００との位置関係を検出するための位置情報検出部２０９と、着脱可能ディ
スプレイ２００の方向（向き、傾き）を検出する傾きセンサ２１１ａとを有する。さらに
、傾きセンサ２１１ａによって検出された傾き情報、および位置情報検出部２０９の検出
した位置情報を画像形成装置本体１００に対して送信する、位置／方向（傾き）情報送信
部２０１，２０３とを備える。
【００２８】
　また、着脱可能ディスプレイ２００は、メンテナンスなどのためサービスエンジニアが
行なう特有の操作（モード表示）をするためのキー２１３ａと、現在表示中のモードを送
信する表示モード送信部２０５（図１）と、画像形成装置本体１００から送信されてくる
表示情報を受信する表示情報受信部２０７と、表示情報受信部２０７で受信した情報を表
示する表示部２１５とを備えている。
【００２９】
　図３は、画像形成装置１００の内部構造（着脱可能ディスプレイとの通信部）を示した
図である。
【００３０】
　画像形成装置１００は、着脱可能ディスプレイ２００から送信される位置情報を受信す
る位置情報受信部１１３と、画像形成装置本体１００と着脱可能ディスプレイ２００との
間の位置／方向と、画像形成装置本体１００の状態とを勘案し、着脱可能ディスプレイ２
００に表示させる内容を制御する表示情報制御部１０１ａとを備えている。さらに画像形
成装置１００は、表示情報制御部１０１ａで決定された表示情報を着脱可能ディスプレイ
２００に送信する表示情報送信部１１９を備えている。画像形成装置本体１００にも、操
作パネル（表示部１０９および操作部１１１から構成）を備えている。
【００３１】
　また、画像形成装置本体１００には、着脱可能ディスプレイ２００を取付けるための取
付部１５１ａ，１５１ｂ・・・が備えられている。
【００３２】
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　図４は、画像形成装置が実行する処理を示すフローチャートである。
　図を参照してステップＳ１０１において、画像形成装置の状態（エラーやトラブル発生
、動作状態など）を検出する。ステップＳ１０３において、着脱可能ディスプレイ２００
の位置と方向（傾き）とを検出する。ステップＳ１０５において、通常モードかメンテナ
ンス用モードかなど表示モードを検出する。
【００３３】
　ステップＳ１０７において、ステップＳ１０１～Ｓ１０５の検出結果に基づき、着脱可
能ディスプレイ２００に表示する内容を決定する。その後、ステップＳ１０９で表示情報
を着脱可能ディスプレイ２００に送信することで、着脱可能ディスプレイ２００において
表示を行なう。
【００３４】
　図５および６は、着脱可能ディスプレイ２００の位置と方向との検出の例を示す図であ
る。図５は、画像形成装置本体とその周囲を上から見た図であり、図６は画像形成装置本
体の上半分を斜めから見た図である。
【００３５】
　図においては、中央の画像形成装置本体の前方の前扉からの所定距離内（１）、右側面
の所定距離内（２）、背面の所定距離内（３）、左側面の所定距離内（４）、および所定
距離外（５）のエリアのどの位置に着脱可能ディスプレイ２００が位置しているかを判断
するものとする。それぞれの境界線は、マシンの角から４５度の方向に伸びる線とする。
上記所定距離は、画像形成装置の周囲１メートルとする。これを超えると、本体から遠い
場所と認識し、（５）のエリアとする。
【００３６】
　図６にもあるように、画像形成装置本体の上半分の周辺を（１）～（４）のエリアに分
ける。画像形成装置本体の下半分の周辺も同様に、（１）～（４）のエリアに分ける。ま
た、本体上部のエリアも考慮することとしてもよい。すなわち、本体上部のエリアにディ
スプレイを取付けた場合、又はかざした場合は、上部用の表示をディスプレイで行なって
もよいし、本体の真上の空間にディスプレイが取付けられた場合、またはかざした場合に
のみ、上部用の表示を行なってもよい。
【００３７】
　各エリアの境界付近にディスプレイがある場合、ディスプレイの方向（向き、傾き）を
検出する。たとえば、図５のａ～ｃ、ｄ～ｆなどの場合を検出する。ＤＳＰと付した面が
表示面である。図５のａ，ｂ，ｅ，ｆの位置と向きでディスプレイをかざした時には、（
１）のエリア（前扉のエリア）にディスプレイがあるものとして判断される。ｃ，ｄの向
きであれば、それぞれ（２）、（４）のエリア（右、左側面）にディスプレイがあるもの
として判断される。
【００３８】
　ここで、画像形成装置本体でコピー印字をしていて、給紙カセットから給紙された用紙
に関して、定着部と給紙部でジャムが発生し、一般ユーザがジャムの処理をする場合の表
示について説明する。
【００３９】
　図７は、ユーザが着脱可能ディスプレイ２００を手にし、画像形成装置本体１００にか
ざしている状態を示す図である。図において、符号１６１は横扉を、符号１６３は給紙カ
セットを示す。
【００４０】
　ジャムが発生したとき、画像形成装置本体１００の表示部１０９（図１）のディスプレ
イにジャムが発生した旨の表示がされる。ユーザがその表示を見て、前扉を開き、着脱可
能ディスプレイ２００を手にとってたとえば図５のａの位置（本体上半分）にかざすと、
図２の方向センサ２１１ａによって向き、傾きが検知される。また、位置情報検出部２０
９によって着脱可能ディスプレイ２００の位置が検出される。位置情報／傾き情報送信部
２０１，２０３によって、画像形成装置本体１００に情報が送信される。
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【００４１】
　画像形成装置本体１００では、位置情報／方向情報受信部１１３，１１５によって位置
情報、および方向情報を受信し、その情報を表示情報制御部１０１ａに送信する。表示情
報制御部１０１ａでは、受信した方向情報および位置情報と、画像形成装置の状態（ここ
ではジャム発生中）とを勘案し、最適な情報を決定し、表示情報送信部１１９によって着
脱可能ディスプレイ２００に表示情報を送信する。なお、ここでは「最適な情報」とは、
着脱可能ディスプレイ２００の位置から見た本体の図と、ジャムを解除するためにユーザ
に指示するための情報とする。
【００４２】
　着脱可能ディスプレイ２００では、表示情報受信部２０７によって最適情報を受信して
、表示部２１５に表示する。
【００４３】
　図８は、着脱可能ディスプレイ２００の表示例を示す図である。
　ここでは、一般ユーザがディスプレイを使用しており、定着／給紙ジャムが発生してお
り、前扉右斜め前の上から着脱可能ディスプレイを画像形成装置本体にかざしており、画
像形成装置の前扉が開いた状態での表示例を示している。
【００４４】
　ここでの表示内容は、画像形成装置本体１００の上半分を中心として（アップにして）
右斜め前から前扉を見た絵になる。この表示内容を見ることにより、ユーザはジャムが発
生している位置と、その対処方法（扉の開閉方法）を知ることができる。
【００４５】
　この表示を見て、ユーザが右側面の横扉を開き、着脱可能ディスプレイ２００を横扉内
に近づけると、着脱可能ディスプレイ２００に表示される内容が変化する。すなわち、画
像形成装置本体１００は、横扉開閉検知装置１０３ａ（図７）によって横扉が開いたこと
を検知し、ジャム状態であることを勘案し、着脱可能ディスプレイ２００の表示部に、横
扉を開けた状態の画を表示し、たとえば定着部のカバーを開けるように指示する。これを
繰り返すことにより、ユーザはスムーズにジャムを処理することができる。
【００４６】
　たとえば、一般ユーザが図５のｃ位置（本体下半分）に着脱可能ディスプレイ２００を
かざしていると、図９のような表示（下半分をアップにした表示）がなされる。
【００４７】
　ここでは、一般ユーザがディスプレイを使用しており、定着／給紙ジャムが発生してお
り、右横扉前の下で着脱可能ディスプレイを画像形成装置にかざしており、画像形成装置
の扉が閉った状態での表示例を示している。
【００４８】
　同様に、一般ユーザが、右横扉前の近く（本体上半分）で着脱可能ディスプレイ２００
を画像形成装置本体１００（扉が閉った状態）にかざしていれば、図１０のような表示が
なされる。一般ユーザが、前扉正面（本体上半分）で前扉を開けた状態で、着脱可能ディ
スプレイ２００を画像形成装置本体１００にかざすと、図１１のような表示内容となる。
【００４９】
　図１１と同じ位置、同じ状態で、サービスエンジニアが前扉を開け、前扉前に着脱可能
ディスプレイをかざしていた場合には、図１２のような表示内容となる。
【００５０】
　ここでは、一般ユーザと比較して詳細なトラブルの内容が示されることとなる。
　またサービスエンジニアは、ジャムなどの内容については簡単な説明でも理解できるた
め、必ずしも一般ユーザと同じような説明（たとえば、丁寧に１作業ずつ「この扉を開け
てください」などの説明）をする必要はなく、「定着ジャム発生」や「２段目トレイで給
紙ジャム発生」などの簡単な説明を行なうこととしてもよい。勿論、丁寧な説明を行なっ
てもよい。
【００５１】
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　サービスエンジニアは、各部位のジャム発生率やトラブル発生率、カウンタ値を見て部
品不具合の参考にし、部品交換提案などの目安にすることが考えられる。このため、現在
のジャム発生情報や処理作業説明と同時に、ジャムの頻度やトラブル履歴情報、代表的な
カウンタの値、現在のトラブル発生有無を表示することとしている。表示させる内容（種
類）は、サービスエンジニアの特有の操作で変更可能としてもよい。
【００５２】
　また、図１２のジャム頻度で、分数表示を行なっているが、マシン設置時（もしくはカ
ウンタ値をクリアした時）からカウントを開始し、動作を行なった回数を分母（たとえば
、給紙カセット１からの給紙回数が１２０）とし、そのうち通紙に失敗した回数を分子（
給紙カセット１からの給紙ジャム回数は２）としている。
【００５３】
　ジャムとマシントラブルが同時に発生しており、本体背面に着脱可能ディスプレイを取
付けていたような場合（または背面に着脱可能ディスプレイをかざした場合）は、使用ユ
ーザが一般ユーザであれば図１３の表示内容、使用ユーザがサービスエンジニアであれば
図１４のような表示内容となる。ジャムとマシントラブルでは、マシントラブルの方が本
体の状態として深刻なため、ジャムの情報は表示しない。このように状態の深刻度に応じ
て、表示の内容が決定される。
【００５４】
　以上のように、マシン状態、使用するユーザの種類、着脱可能ディスプレイの位置、お
よび方向の違いによって、着脱可能ディスプレイ２００の表示内容は異なったものとなる
。
【００５５】
　画像形成装置本体１００は、着脱可能ディスプレイ２００からの位置情報、方向情報、
および表示モード情報、ならびに本体で検知したマシン状態情報により表示内容の制御を
行なうが、これは図１５～１８に示されるテーブルに従って行なわれる。
【００５６】
　図１５～１８は、制御テーブルの一例を示した図である。
　図１５は、扉（および／またはカセット）を閉めた状態で、一般ユーザが着脱可能ディ
スプレイ２００を操作しているときの表示内容を示す図である。
【００５７】
　正常時、Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ発生時、ジャム発生時（給紙口、定着部、排紙部のそれぞ
れ）、およびトラブル発生時のそれぞれにおける、着脱可能ディスプレイ２００の位置に
応じた表示内容が記されている。
【００５８】
　同様に図１６は、扉（および／またはカセット）を閉めた状態で、サービスエンジニア
が着脱可能ディスプレイ２００を操作しているときの表示内容を示す図であり、図１７は
、扉（および／またはカセット）を開けた状態で、一般ユーザが着脱可能ディスプレイ２
００を操作しているときの表示内容を示す図であり、図１８は、扉（および／またはカセ
ット）を開けた状態で、サービスエンジニアが着脱可能ディスプレイ２００を操作してい
るときの表示内容を示す図である。
【００５９】
　図１３、１４でも説明したように、マシンの状態として深刻なもの（状態悪なもの）を
優先して表示させる。図１５～１８では、深刻度は上にあるほど高いものとなる。下方に
記載してある状態と、上方に記載してある状態とが重複して発生している場合は、上にあ
る状態が表示されることとなる。
【００６０】
　図１９では、着脱可能ディスプレイの位置（エリア）と方向とから表示する画像形成装
置の絵を決定するためのテーブルを示した図である。
【００６１】
　図に示されるように、エリアと方向とにより、表示する画像形成装置の絵が決定される
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。ここでは、着脱可能ディスプレイの位置するエリアとして、前、右側面、背面、左側面
、上、遠く（それぞれ図５の（１）、（２）、（３）、（４）、（５）のエリア）が判別
され、着脱可能ディスプレイの向きとして、右前へ斜め、正面、左前へ斜めの３つが判別
される。また、傾きとして上向きであるか、下向きであるかを判別し、それに基づいて異
なる表示を行なうようにしてもよい。
【００６２】
　図２０は、着脱可能ディスプレイ２００の内部処理を示すフローチャートである。
　図を参照してステップＳ２０１で、着脱可能ディスプレイが移動することで位置情報が
変化したかを判定する。ＹＥＳとなれば、ステップＳ２０３において、位置情報を画像形
成装置本体へ送信する。
【００６３】
　ステップＳ２０５において、着脱可能ディスプレイの傾きが変化することで方向情報が
変化したかを判定する。ＹＥＳとなれば、ステップＳ２０７において、方向情報を画像形
成装置本体へ送信する。
【００６４】
　ステップＳ２０９において、表示モード（一般ユーザの使用か、サービスエンジニアの
使用かなど）を画像形成装置本体へ送信する。
【００６５】
　ステップＳ２１１において、画像形成装置本体から表示情報を受信したかを判定し、Ｙ
ＥＳとなればステップＳ２１３で、表示部２１５に受信した情報を表示する。
【００６６】
　このような処理により、着脱可能ディスプレイ２００がユーザの手に取られるなどして
、位置情報／傾き情報が変化した場合、位置情報／傾き情報が本体へ送信される。また、
表示モードが検知されて本体へ情報が送信される。
【００６７】
　図２１は、画像形成装置本体１００の内部処理を示すフローチャートである。
　ここでは、着脱可能ディスプレイ２００との通信処理のみを示す。図を参照して、ステ
ップＳ３０１、Ｓ３０３で着脱可能ディスプレイ２００から位置情報、および傾き情報が
送信されると、画像形成装置本体側ではその情報を受信する。ステップＳ３０５でマシン
状態（および表示モード）を検出し、ステップＳ３０７において着脱可能ディスプレイか
らの情報で勘案された最適情報を、データ記憶部１０７より取得する。ステップＳ３０９
において、着脱可能ディスプレイに表示情報を送信する。着脱可能ディスプレイ２００は
、画像形成装置本体１００から表示情報を受信すると、その内容を表示部に表示させる。
【００６８】
　［位置検出および方向検出の方法］
　図２２は、着脱可能ディスプレイの位置検出を行なうための第１の機構を説明するため
の図である。
【００６９】
　図に示されるように、画像形成装置本体の位置情報受信部１１３に、複数のアンテナを
有する送信部１１３ａと受信部１１３ｂとを設ける。複数のアンテナのそれぞれは所定の
間隔をあけて設置されている。たとえば画像形成装置本体の正面、複数の側面、上面にア
ンテナは設置される。着脱可能ディスプレイの位置情報検出部２０９は、受信部２０９ａ
と判定部２０９ｂとを備え、受信部２０９ａにおいて、画像形成装置本体の複数のアンテ
ナからの電波を受信する。判定部２０９ｂは、受信した電波の強さによって着脱可能ディ
スプレイの位置を判定する。
【００７０】
　図２３は、着脱可能ディスプレイの位置検出を行なうための第２の機構を説明するため
の図である。
【００７１】
　この例では、画像形成装置本体の位置情報受信部１１３に、複数のアンテナを有する受
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信部１１３ｃと判定部１１３ｄとを設ける。複数のアンテナのそれぞれは所定の間隔をあ
けて設置されている。たとえば画像形成装置本体の正面、複数の側面、上面にアンテナは
設置される。着脱可能ディスプレイの位置情報検出部２０９は、送信部２０９ｃを備える
。受信部１１３ｃは、画像形成装置本体の複数のアンテナから電波を受信する。判定部１
１３ｄは、複数のアンテナで受信した信号の位相のずれ（または電波の強さ）を検出する
ことで、着脱可能ディスプレイの位置を判定する。
【００７２】
　図２４は、着脱可能ディスプレイの方向（向き、傾き）検出を行なうための機構を説明
するための図である。
【００７３】
　この例では、着脱可能ディスプレイの方向情報受信部２１１に、複数のアンテナを有す
る受信部２１１ａと判定部２１１ｂとを設ける。複数のアンテナのそれぞれは所定の間隔
をあけて設置されている。画像形成装置本体１００の方向情報受信部１１５は、送信部１
１５ａと受信部１１５ｂとを備える。着脱可能ディスプレイの方向情報検出部２１１は、
画像形成装置本体のアンテナからの電波を受信する。判定部２１１ｂは、複数のアンテナ
で受信した信号の位相のずれを検出することで、着脱可能ディスプレイの方向を判定する
。
【００７４】
　また、着脱可能ディスプレイに加速度センサなどのセンサを備えさせ、センサの出力に
基づいて方向を検出するようにしてもよい。
【００７５】
　また、着脱可能ディスプレイの位置検出を行なうために、着脱可能ディスプレイに複数
の位置検出用送信機を設けて、それら送信機から電波を出力し、電波受信機を備えた画像
形成装置本体でそれを受信するようにしてもよい。画像形成装置は、受信した電波の強さ
によって、着脱可能ディスプレイの位置と方向を検出する。
【００７６】
　また、着脱可能ディスプレイを画像形成装置本体に取付けた場合は、取付け位置のみを
検出し、傾き（方向）は検出しないようにしてもよい。
【００７７】
　さらに、ＧＰＳ機構を着脱可能ディスプレイに備えさせることで、位置検出を行なうよ
うにしてもよい。また、赤外線センサなどで、着脱可能ディスプレイを持った人が立って
いる位置を検出し、それにより着脱可能ディスプレイの位置検出を行なうこととしてもよ
い。
【００７８】
　また本実施の形態では、画像形成装置本体に、常設の操作パネル（ディスプレイ）と着
脱可能ディスプレイとの２つのディスプレイを備えさせたが、本体には操作パネルを備え
ず、着脱可能ディスプレイのみを備えた画像形成装置を提供してもよい。
【００７９】
　また、ユーザ識別部１０５は画像形成装置本体に持たせてもよいし、着脱可能ディスプ
レイ２００でユーザ識別を行なわせても良い。また、画像形成装置をサーバに接続させ、
サーバにユーザ識別を行わせるシステムとしてもよい。
【００８０】
　本実施の形態では、マシン状態の深刻度が高いもののみをディスプレイに表示するとし
たが、複数の情報を並べて表示させても良い。
【００８１】
　さらに、着脱可能ディスプレイ２００の裏面が画像形成装置本体の方向へ向いていない
場合には、何も表示しないこととしても良いし、図５のエリア（５）での表示と同じ表示
としてもよい。
【００８２】
　また図５では、エリアの境界線をマシンの外周を構成する直線から４５度の傾きを持っ
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た直線とし、エリアの範囲を画像形成装置本体から１メートルの距離としたが、他の基準
にしてもよい。
【００８３】
　［実施の形態における効果］
　以上説明したように本実施の形態によれば、ユーザは面倒な動作を必要とせず、着脱可
能ディスプレイを持って移動するだけで、作業する場所に応じた的確な情報を得ることが
でき、スムーズに作業を行なうことができるという効果がある。すなわち、受信部と表示
部を有する取外したパネルを、画像形成装置の近くにかざすことにより、その場所／方向
とマシンの状態とで判断された最適な情報を得ることができる。
【００８４】
　これにより、一般ユーザ、サービスマン等の各操作者にとって作業しやすい表示部を備
える画像形成装置、および表示装置を提供することが可能となる。
【００８５】
　［その他］
　本発明はＭＦＰ、ファクシミリ装置、複写機、ＰＣなどの画像形成装置に対して実施す
ることができる。
【００８６】
　また、上述の実施の形態における処理は、ソフトウエアによって行なっても、ハードウ
エア回路を用いて行なってもよい。
【００８７】
　また、上述の実施の形態における処理を実行するプログラムを提供することもできるし
、そのプログラムをＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク、ハードディスク、ＲＯＭ、Ｒ
ＡＭ、メモリカードなどの記録媒体に記録してユーザに提供することにしてもよい。また
、プログラムはインターネットなどの通信回線を介して、装置にダウンロードするように
してもよい。
【００８８】
　なお、上記実施の形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと考えられ
るべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本発明の実施の形態の１つに係る画像形成装置の全体構成を示すブロック図であ
る。
【図２】着脱可能ディスプレイ２００の外観を示した図である。
【図３】画像形成装置１００の内部構造を示した図である。
【図４】画像形成装置が実行する処理を示すフローチャートである。
【図５】着脱可能ディスプレイ２００の位置と方向との検出の例を示す図である。
【図６】着脱可能ディスプレイ２００の位置と方向との検出の例を示す図である。
【図７】ユーザが着脱可能ディスプレイ２００を手にし、画像形成装置本体１００にかざ
している状態を示す図である。
【図８】着脱可能ディスプレイ２００の表示例を示す図である。
【図９】着脱可能ディスプレイ２００の表示例を示す図である。
【図１０】着脱可能ディスプレイ２００の表示例を示す図である。
【図１１】着脱可能ディスプレイ２００の表示例を示す図である。
【図１２】着脱可能ディスプレイ２００の表示例を示す図である。
【図１３】着脱可能ディスプレイ２００の表示例を示す図である。
【図１４】着脱可能ディスプレイ２００の表示例を示す図である。
【図１５】制御テーブルの一例を示した図である。
【図１６】制御テーブルの一例を示した図である。
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【図１７】制御テーブルの一例を示した図である。
【図１８】制御テーブルの一例を示した図である。
【図１９】着脱可能ディスプレイの位置と方向とから表示する画像形成装置の絵を決定す
るためのテーブルを示した図である。
【図２０】着脱可能ディスプレイ２００の内部処理を示すフローチャートである。
【図２１】画像形成装置本体１００の内部処理を示すフローチャートである。
【図２２】着脱可能ディスプレイの位置検出を行なうための第１の機構を説明するための
図である。
【図２３】着脱可能ディスプレイの位置検出を行なうための第２の機構を説明するための
図である。
【図２４】着脱可能ディスプレイの方向検出を行なうための機構を説明するための図であ
る。
【符号の説明】
【００９０】
　１００　画像形成装置本体、１０１　制御部、１０１ａ　表示情報制御部、１０３　マ
シン状態検出部、１０３ａ　横扉開閉検知装置、１０５　ユーザ識別部、１０７　データ
記憶部、１０９　表示部、１１１　操作部、１１３　位置情報受信部、１１５　方向情報
受信部、１１７　表示モード受信部、１１９　表示情報送信部、１２１　スキャナ、１２
３　プリントエンジン、１２５　通信部、１２７　記憶部、１５１ａ，１５１ｂ　取付部
、２００　着脱可能ディスプレイ、２０１　位置情報送信部、２０３　方向情報送信部、
２０５　表示モード送信部、２０７　表示情報受信部、２０９　位置情報検出部、２１１
　方向情報検出部、２１３　操作部、２１５　表示部。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(16) JP 4744396 B2 2011.8.10

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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